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最適な治療を提供する陽子線治療施設

CASBEE評価省エネルギー性能
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搬入方法の工夫により

省スペース化を図り躯体量を低減
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陽子線治療施設の概要

陽子線治療は陽子を治療に必要なエネルギーにまで加速する加速器と治療に必要な制御を

行うシステムである照射系機器で構成されるが、装置運転に伴うビームロスにより主に中

性子を発生し放射線源となるため、その漏えい防止のための遮蔽が必要となる。一般的に

遮蔽体はマスコンクリートで構成されるため、遮蔽計算に基づく躯体厚さの設定や治療装

置のレイアウトを含めたプランニングの検討が重要なポイントとなる。また、陽子線治療

の特性としては外来治療が可能であり、施設利用者のための環境づくりやアメニティにつ

いても十分な配慮が必要となる。

本施設の特徴

隣接する県立こども病院と一体となって小児がん患者に陽子線治療を提供する施設の構築

と放射線管理施設として安心、安全な施設計画が求められるものである。放射線の遮蔽は

マスコンクリートにて遮蔽体を形成することになるが、関係法令の基準を満たすために、

放射線源に近い場所で局所的に多くの放射線を遮蔽することや治療装置の搬入方法の工夫

により、従来の同様施設と比較し、遮蔽コンクリート全体のボリュームを低減することが

可能となった。小児患者への陽子線治療提供の場として、小児患者と成人患者両方に対応

可能な治療室を2室整備することで治療効率を向上するとともに、抗がん剤治療により免疫

の低下した小児患者に配慮し、小児患者と成人患者の動線を明確に分離し、かつ、ポート

アイランド南公園に面した位置に3階の小児待合を配置することで、小児の心情にも配慮し

た開放的な環境づくりに主眼を置いて計画を行った。その他、神戸市ポートアイランド地

区の環境形成協定に基づき、敷地内の緑化や建物の屋上緑化を設置し、環境に配慮した計

画としている。

機能的な平面計画とアメニティの充実

治療装置部分を東側に配置する一方、ポートアイランド南公園に面する環境の良い西面に外来部門や施設利用者、及びスタッフの

関係諸室を配置した。カーテンウォール等の開口部の設定により、明るく開放的なエントランスホールと総合待合を設け、各待合

を段階的配置することで機能的で効率性の高い動線計画とした。エントランスホールの開口部を含め、ガラスはLow-E複層ガラスを

採用し、日射熱による熱負荷を低減するとともに、西面には各層に庇を設け、日射の進入を抑制する計画とした。

治療装置に適合した合理的な躯体構造

ガントリの搬入方法の工夫により、組み立て用機器の設置スペースを削減するとともに、放射線源に近い位置で特に多くの放射線

を遮蔽するために局所的に厚く遮蔽体を設定することで、建屋躯体コンクリート量を低減することが可能となった。

効率的な空調方法の採用

ビームラインシャフトの空調エリアを区画し、エネルギーを使う空間を最小限にすることで、効率的に空調を行うとともに、冷却

塔が不要な電気式空調にすることで、補給水量を削減する計画とした。

環境を重視した機能的で効率性の高い施設計画

【省エネルギー、CO2排出削減に寄与する環境配慮技術の採用】

庇の日射遮蔽と高遮熱・高断熱ガラス（Low-Eガラス）の採用による熱負荷の低減

LED 照明の全面的採用

人感センサー照明の採用

節水型便器・手洗器の採用

太陽光発電の将来設置対応としてスペースと基礎を設定

空調設備：室用途に合わせた空調ゾーニングによる冷暖フリー設定

屋上緑化によるアメニティの向上と外部熱負荷の抑制

【災害に対し、安心安全な施設計画】

浸水リスク対策として重要度の高い地下1階加速器室や1階装置電源室には、水密扉を設置

短時間豪雨対策として地盤レベルにある出入口に電動防潮板を設置

非常用発電機により災害時にも防災機能が維持できる計画

【小児と成人の両方に対し、効率的に治療ができるフレキシブルな施設計画】

小児と成人両方への治療に対応できる２つの治療室は、２室の治療室入口を前面廊下を介し

て近接させることで、行き来がし易く、臨機応変に2室を使用することができるため、治療

効率が向上

【周辺環境および施設との調和のとれた一体的なデザイン】

隣接するこども病院の水平性を基調としたデザインとの調和と連続性を図るため、こども病

院の床と同レベルの水平庇を設置することで、外観の連続性を確保するとともに、日射遮蔽

効果により熱負荷を低減

【将来の耐久性、更新性、拡張性に富んだ施設計画】

将来の医療装置更新を想定し、搬入可能な廊下・建具幅、搬入ステージを確保するととも

に、各種電気室については装置の拡張に対応する予備スペースを計画

施設の機能として重要な受変電設備を屋内化することで塩害に対する耐久性を向上

外装材には防水性と追従性の高い塗装材を使用し、高耐久性を確保
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